
予特資料 細川かをり 

資料１ 

金属キャスク むつ市「リサイクル燃料備蓄センター」東電・日本原電 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ市民  そこが最終処分場になってしまわないか、不安 

むつの「核の永久貯蔵」に繋がるのでは・・・との不安。 

東電    搬出後、また戻すという事は考えていない 

 

「リサイクル燃料備蓄センター」 

●使用済み燃料中間貯蔵施設に関する協定書（立地協定書） 調印 

    ➡ 最長 50年間の約束 

  ●使用済み燃料貯蔵事業 （国：経産大臣に提出） 



●エネルギー基本計画（2025.2.18）閣議決定 

・安定的かつ継続的に原子力を利用する上で、使用済み燃料について、再処理する

までの間、貯蔵する能力の拡大が重要である。・・・原子力発電所の敷地内外を問

わず、新たな地点の可能性を幅広く検討しながら、中間貯蔵施設や乾式貯蔵施設等

の建設・活用を推進する。 

 

●関電：乾式貯蔵は、使用済燃料プールで十分に冷却※した使用済燃料 

の一部を、再処理のために搬出されるまでの間、「キャスク」と 

呼ばれる金属製の頑丈な容器に収納 

 

金属キャスク 関西電力資料より 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 


